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研究の背景・目的
1．水産動物の餌となる微細藻類や食品加工に役立

つ海洋微生物，あるいはアマノリ類・コンブ類・
ワカメ類など海藻産業として重要な大型藻類は，
育種により，その有用性をさらに価値あるものに
することができます。

2．これらの特性を調査し，個体で長期保存し，必
要に応じて配布を行うことは，養殖業者や水産研
究機関へのサービスとして，とても重要です。

3．本事業では，2期中期計画中に，特性が把握で
きた株を100点以上の配布すること，また各株の
特性を広く知ってもらうため，情報をインターネ
ットなどで公開することを目的としています。

研究成果
1．3年間の配布実績は，有償配布：84点，各種事

業およびプロ研に基づく配布に限定した無償配
布：45点，合計129点で，これらが研究や産業に
利用されました。中期計画の目標点数（5年間に
100件）を3年目で上回ることができました（図
1）。

2．配布規定や配布要領を改訂して，より多くの
方々に利用して頂けるようにし，これをネットで
公開しています。

3．大型藻類に関する情報も整え，配布体制を整え
ました。これまではプロジェクト研究や事業での
配布でしたが，有用株をより広く活用してもらえ
るようになりました。

4．ホームページの更新案を作成しました（図2）。
これにより，さらに多くの情報を提供できます。

波及効果
1．餌となる微細藻類は，二枚貝類や甲殻類の餌と

して利用される他，二酸化炭素削減や水質浄化に
関する研究の材料としても広く利用されていま
す。

2．海洋微生物は，水産加工食品を作る過程で有効
利用され，新たな利用方法の研究に貢献していま
す。

3．アマノリ類，コンブ類，ワカメ類は重要な産業
対象種で，新たな品種の作出を目指す研究に使わ
れています。とりわけ野生種や希少種は，育種素
材として重要です。
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図1．第2期中期計画に配布した株の実績

図2．ホームページでの保存株の特性紹介の例
A：光学顕微鏡，B：走査電顕，C：透過電顕で観た形状
写真は，二枚貝類などの餌として重要で，配布希望の多い
珪藻類：キートセロスの形をわかりやすく示しました。
適切な培養条件などもわかるように工夫しています。


